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  担当 坂田  

 

2021年12月27日

習氏、食料安保確保を強調 大豆や油を増産へ

。
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2021年12月27日

食料高、既に危機レベル 10年5カ月ぶり高水準

国連食糧農業機関（FAO）が今月発表した11月の世界の食料価格指数（2014～16年=100）は、前月より

1.6ポイント高い134.4と4カ月連続で上昇した。前年同月を27%強も上回る。2011年6月（135.0）以来、10年

5カ月ぶりの高水準だ。当時の食料高は中東・北アフリカの民主化運動「アラブの春」を引き起こす遠因に

もなった。

穀物や植物油、食肉などの国際価格で算出されるFAOの食料価格指数は11年2月に記録した過去最高水準の

137.6に迫っている。「スーパーサイクル」のピークとなった08年夏（指数は6月の132.5）を超す。危機レ

ベルといっても過言ではない。

食品や家畜飼料の原料になる穀物の市場は、原油や金属資源の市場と大きな違いがある。自国消費が中心

で、輸出（貿易）に回る割合が小さいことだ。原油は付随ガスを含む世界生産量のうち、石油製品と合わ

せおよそ7割が輸出される。インドネシアなどの資源国では自国産業向けの囲い込みが進むが、鉱物資源も

産出量の多くが輸出される。

一方、穀物は米農務省の統計（12月の2021～22年度予測）で世界生産に対する輸出比率が小麦で26%、トウ

モロコシが17%、コメに至っては10%にすぎない。資源・食糧問題研究所の柴田明夫代表が「薄いマーケッ

ト」と表現する理由だ。

主産国で深刻な干ばつ被害や輸出規制が起きればたちまち国際需給は逼迫し、相場が急騰する。温暖化と

の因果関係は別にしても産地を異常気象が襲う頻度は増している。11月に米シカゴ市場の小麦相場が9年ぶ

りの高値を付けた際も、ロシアが自国向けを優先し輸出量を減らすとの観測が材料になった。

世界の人口は急増し、新興国の経済成⾧が続く。農地を増やすには水の確保が不可欠で、砂漠化も進む。

これまで食料需要を何とか賄えたのは化学肥料の普及や農業技術の進歩で農地面積あたりの収量（単収）

を拡大できたからだ。

食料価格の高騰は経済基盤の弱い新興国を直撃し、政情不安にも結びつく。中国政府も豚肉などの食料価

格上昇には神経をとがらせる。物価の上がりにくい日本でも食料高の影響は無視できない。

第一生命経済研究所の永浜利広首席エコノミストは11月のリポートで「エンゲル係数高止まりで広がる生

活格差」を指摘した。節約志向で食料品の消費量が落ちても価格上昇が上回り、支出に占める食費の割合

は増しているという。可処分所得の低い人ほど食費や光熱費の負担増は重くのしかかる。2000年代に入っ

て低所得者層が増加傾向にあることと相まって避けられない負担増は深刻な問題だと考える。
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住友鉱山、ニッケル製錬会社株買い増し 国内2商社から

住友金属鉱山は24日、フィリピン・パラワン州にあるニッケル製錬会社の株式保有割合を90%に引き上

げると発表した。三井物産の子会社と双日が保有する計36%の株式を計約190億円で買い取る。譲渡は

2022年1月末となる見込み。レアメタル（希少金属）のニッケルは電動車の電池には欠かせない。機動的

な生産対応を可能とし、原料の安定供給を担う。

フィリピンでニッケルの中間製品を手掛けるコーラルベイニッケル社（パラワン州）の株式を買い増す。

同社の株式は住友鉱山が54%保有する。三井物産の現地子会社と双日がそれぞれ18%保有するが、22年1月

末をめどに全て住友鉱山に売却する。商社2社はポートフォリオを入れ替え、経営資源をほかの事業に振

り向ける。

24日に売買契約書を交わした。残り10%の株式はフィリピンの事業パートナーであるニッケル・アジア・

コーポレーション（マニラ）が引き続き保有する。

コーラルベイニッケル社は05年から商業稼働し、現在は年間で約1万9千トン（20年度）のニッケルを生産

する。
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ENEOSが発電用C重油11%上げ 10～12月、7年ぶり高値

ENEOSは主に発電用に使う低硫黄C重油（硫黄分0.3%）の10～12月期価格を4四半期連続で引き上げると

表明した。1キロリットル当たり7万1180円と前期（7～9月期）に比べ6970円（11%）高く、7年ぶりの高

値となる。海外での発電需要の高まりに伴う低硫黄重油の価格上昇や、円安基調で推移した為替などを映

した。

大手需要家と交渉を進めていたボイラー燃料の高硫黄C重油（硫黄分3.0%）価格も同6万2430円と前期比

6820円（12%）上昇。6四半期連続の値上げで決着した。
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